
 

 

2024 年度 駒沢女子大学 

「学修到達度の確認」実施報告書 
2 年終了時確認報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育指針に関する検討委員会 

 

 



  人間総合学群 人間文化学類 日本文化専攻 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

16 名 16 名 100％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 1 6.25％ 10 62.5％ 5 31.25％ 0 0％ 2.75 

人間性 2 12.5％ 11 68.75％ 2 12.5％ 1 6.25％ 2.875 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 2 12.5％ 2 12.5％ 11 68.75％ 1 6.25％ 2.3125 

社会性 0 0％ 9 56.25％ 4 25％ 3 18.75％ 2.375 

ＤＰ３ 

専門力 3 18.75％ 7 43.75％ 6 37.5％ 0 0％ 2.8125 

判断力 0 0％ 6 37.5％ 8 50％ 2 12.5％ 2.25 

ＤＰ４ 

技術力 0 0％ 7 43.75％ 8 50％ 1 6.25％ 2.375 

実践力 2 12.5％ 4 25％ 8 50％ 2 12.5％ 2.375 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

参考：全体平均 2.52  高評価：人間性（2.875）専門力（2.8125） 低評価：判断力（2.25）コミュニケーション

力（2.3125）＜2023 年度：全体平均 2.46＞ 

（1）教養力の平均が 2.75、人間性の平均が 2.875 と比較的高い数値となっている。教養教育科目及び CP に定める

教育方法の「主体性を育むためにアクティブラーニングを取り入れた授業」の成果が現れたものと考える。 

（2）専門力の平均が 2.8125 と比較的高い数値となっている。CP に定める教育方法の「２年進級時に、各専攻に分

かれ、専門教育を深めていきます」に基づく２年時履修専門教育科目の成果が現れたものと考える。 

（3）「2023 年度 2 年終了時『学習到達度の確認』の報告書」同様、判断力の平均が 2.25（2023 年度 2.20）と低い

数値となっている。DP 達成に向けて「諸問題に対する的確な判断力」の育成をするものとなっているか、CP の検

証が引き続き必要である。 

(4)直近 3 年間のコミュニケーション力の推移は 2.2(2022 年度)→2.53(2023 年度)→2.3125(2024 年度)と微増微減

となっている。現行のカリキュラムにおける指導の限界が現れたものと考える。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

教養力・人間性 

レベル３・４を合計すると教養力 68.75%、人間性 81.25%と自己評価が高い

領域（DP1）である。前述の通り、教養教育科目及びアクティブラーニング

を取り入れた科目の成果と考える。達成感を得るという点において２年時開

講「日本の文化と歴史Ⅰ・Ⅱ」の「日本文化テキスト」講読→文献調査→レ

ジュメ作成→個人発表→レポート作成→成果レポート集刊行という大学生ら

しい学び（調査・考察）の流れ及び成果物の影響が大きいと考える。 

専門力 

レベル３・４を合計すると 62.5%と自己評価が高い（DP3 の片割れである判

断力は平均値 2.25 と低く問題視される）。２年終了時点で学生が考える日本

文化に対する深い専門力は、主に２年時開講の新たな知見を得ること、知識

を修得することを目的とする講義科目履修の成果であると考える。学生が考

える専門力について【4 年終了時の学修到達度の確認】との比較が必要であ

ろう。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

コミュニケーション力・判断力・実

践力 

レベル１・２を合計するとコミュニケーション力 75.0%、判断力 62.5%、実

践力 62.5%と比較的低い数値となっている。上記４高い数値であった「専門

力」で示した通り、学生にとって新たな知見・知識を修得した自覚はある一

方で、原因、結果いずれの場面において、コミュニケーション力・判断力・

実践力と隔たりがあるとの自覚も有する。専門力の認識が学生にとって浅薄

であることが問題視される。自己評価記述に現れているように現代日本社会

の仕組み理解、レポート作成技術も課題である。 

実施及び運用方法について 

自己評価記述全般に現れているように、学生自身に到達度を認識させること

が、今後の課題への気づきにつながっている。到達度に関して客観的な判断

基準があいまいであることから、教育研究推進センターにおいて第三者機関

によるテストの導入を検討中と見た。しかし、上記の専門力の認識のように

学修に関して多様かつ多層な認識があることから、到達度に関する学習者主

体の主観的評価に基づく本報告書を学生及び教員間でまずは共有することが

重要であろう。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  



「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

コミュニケーション力・判断力・実

践力 

昨年度の判断力・技術力低評価の課題に対する「他者の考えに対する自らの

気づきを深める機会」増大との前教務委員から改善策を基本的に引き継ぐ。

２年授業時におけるグループディスカッションの実施、文献の批判的読みの

演習実施、他者と意見をすり合わせ判断し協働する日本文化紹介ボランティ

アや日本文化専攻での学園祭参加など、三つの力を連携させて涵養する改善

策を学科主任と共に考え実施したい。 

実施及び運用方法について 

2 年時はクラス担任、3 年時はゼミ担当者によって学生のサポートが行われ

ることから、本報告書をそれら学生に最も近い教員と共有し、面接や学修へ

の励ましの声掛けを通して、学生が課題を有すると自覚するコミュニケーシ

ョン力・判断力・実践力の涵養に役立たせたい。学生生活上の不安などもコ

ンスタントに聞くことでドロップアウト防止にも貢献すると考える。 

 

7．自己評価コメントまとめ 

・日本文化に関する知識はそこそこある一方で、日本社会の仕組みに関する分野について不明であることから今

後学んでいきたい。 

・自分の関心分野への学修については満足度が高い一方で、レポート作成の技術に課題を有する。 

・日本文化の様々な実例を理解することができた一方で、得た情報をある判断に基づいて解釈し文章化すること

が課題である。 

・様々な学修指針に対し応用力を補いたい。レベル 3 以下の指針（教養力・人間性・社会性・判断力・技術力）

に対しては努力不足との認識を有している。レベル 4 以上の指針（コミュニケーション力・専門力・実践力）に

対してさらに成長できるよう取り組みたい。 

・1・2 年時の学修内容が日本文化理解につながったと理解した。 

・日本の文化・文学について学び様々な知識を修得できた。その結果、自分にとって興味がある分野を発見でき

た。 

・教職科目を含め、得た情報から問題提起し解決に向けて考察をする機会が増え、その結果その能力が身につい

たと自覚している。専門分野に関してはより考察を深める等、改善の余地がある。 

・学修の中で問題点を 1 点発見し解決する力はついたが、複数問題を発見し解決につなげる実践力に課題を有す

る。 

・基礎力はついたとの自覚はあるが応用力に課題があるので今後徐々に力をつけたい。 

・様々な形で日本文化について考察してきたため、専門力が身についたとの自覚がある。他者との協働に不慣れ

なため、より社会性を身につけたい。 

・何回も発表をしてきたおかげで判断力が向上したので今後も継続したい。調査結果をより良い発表につなげる

よう努力したい。 

・1・2 年生で日本文化の様々な知識を学び、研究調査し、その結果を他者に伝える経験を積んだ。3 年時以降は

ゼミにおいて専門力や実践力を伸ばしていきたい。 

 

d0001074
長方形



  人間総合学群・人間文化学類・ 

英語コミュニケーション専攻 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

6 名 ６名 １００％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 0 0％ 0 0％ 3 50％ 3 50％ 1.5 

人間性 1 33.3％ 1 16.7％ 2 33.3％ 1 16.7％ 2.7 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 0 0％ 3 50％ 3 50％ 0 0％ 2.5 

社会性 1 16.7％ 0 0％ 4 66.7％ 1 16.7％ 2.2 

ＤＰ３ 

専門力 0 0％ 0 0％ 3 50％ 3 50％ 1.5 

判断力 0 0％ 2 33.3％ 3 50％ 1 16.7％ 2.2 

ＤＰ４ 

技術力 0 0％ 0 0％ 5 83.3％ 1 16.7％ 1.8 

実践力 0 0％ 1 16.7％ 3 50％ 2 33.3％ 1.8 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

全体として母体数が少ないので、どこまで全体像を映し出しているかは判断できない部分があるという状況の中で

まとめると以下のようになる。 

（１）教養力：世界の言語(英語)・社会・文化等に関する基本的な知識については２年間では身についていないと

評価している学生が多い。残りの２年間でどの程度まで身につけることができるかが課題である。 

（２）人間性：この時期では 2.0 が目標値であると考えると、多様な価値観を受け入れられる学生が多い。 

（３）コミュニケーション力：社会人にふさわしい教養・語学力・表現力を身につけていると評価する学生が多

い。 

（４）社会性： 社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい持っていると評価する学生が比較的

多い。 

（５）専門力：世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識が不足していると考えている学生が多い。



残りの２年間でどの程度まで身につけることができるかが課題である。 

（６）判断力：様々な問題ついて分析し、判断することができると判断する学生が比較的多い。 

（７）技術力：社会・文化等に関する専門的な知識を応用できる段階に達していないと判断する学生が多い。 

（８）実践力：学んだ専門的知識を社会に還元することはまだまだできていないと感じている学生が多い。 

 

 

4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

「多様な価値観をどれくらい受け入れられますか？」という問に対して高い

レベルを示している。多様性が叫ばれる時代にあって、そのことを授業等で

学ぶ機会もあり、適切に対応できる力が身についているものと思われる。 

コミュニケーション力 
社会人にふさわしい教養・語学力・表現力を身につけていると評価する学生

が多い。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

教養力 
「世界の言語(英語)・社会・文化等に関する基本的な知識はどれくらいあり

ますか？」という問に対するレベルが若干低いように思われる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

専門力 

専門知識という意味では、英語力や資格の有無も関係するものと思われる。

英語ミュニケーション専攻である以上英語力を身につけることは必須であ

る。自由記述によれば確実に力を伸ばしていると感じている学生はいる。今

後は TOEIC や英検など、学生に対して自ら目標を設定し、それを実現して

いくよう指導することが肝要と思われる。 

 

7．自己評価コメントまとめ 
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・英語を少しだけ聞き取れるようにはなった。 

・教養 

・自分の弟に英語を少しでも教えることが出来たのかと思った。弟が英語が苦手でよく聞いてくるから、簡単に

教えることが出来たのかと思った。 

・入学した時よりは英語が使えるようになった｡ 

・大学に入ってから英語の能力が伸びたと実感した 

・英語力だけでなく、どのように相手に伝えるかなどさまざまなことを学ぶことができた 
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  人間総合学群・人間文化学類・ 

人間関係専攻 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

50 名 37 名 76％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 2 5％ 16 43％ 13 35％ 6 16％ 2.4 

人間性 2 5％ 15 41％ 17 46％ 3 8％ 2.4 

DP2 

コミュニケー
ション力 4 11％ 15 41％ 14 38％ 4 11％ 2.5 

社会性 1 3％ 16 43％ 16 43％ 4 11％ 2.4 

ＤＰ３ 

専門力 2 5％ 12 32％ 15 41％ 8 22％ 2.２ 

判断力 1 3％ 18 49％ 13 35％ 5 14％ 2.4 

ＤＰ４ 

技術力 1 3％ 9 24％ 17 46％ 10 27％ 2.0 

実践力 4 11％ 9 24％ 18 49％ 6 16％ 2.3 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

学修指針に示される 8 つの能力のうち、「身についた（Lv.2）」以上を選択した割合が 9 割を超えたのは「人間

性」、8 割を超えたのは「教養力」「コミュニケーション力」「社会性」「判断力」「実践力」、「専門力」「技

術力」は 7 割台であった。「専門力」「技術力」を除く 6 項目で 8 割以上の学生が肯定的な評価（Lv.2 以上）を示

しており、2 年次終了時点において本専攻が目指す DP の到達状況としては全体として良好と評価できる。したが

って、DP 達成に対し、CP・AP が一定の寄与を果たしていると考えられる。一方、「かなり身についた（Lv.3）」

以上を選択した学生の割合に着目すると、「コミュニケーション力」「判断力」は約 5 割強、「教養力」は約 5

割、「人間性」「社会性」は約 4 割半ば、「専門力」は約 4 割弱、「実践力」は約 3 割半ば、「技術力」は 3 割弱

となった。「専門力」と「技術力」の相対的な低評価は、専門科目の履修やゼミ所属が今後本格化するというカリ

キュラム上の時期的要因が影響していると考えられる。また、「教養力」については履修機会が比較的多いにもか

かわらず、高水準での自己評価がやや伸び悩んでおり、今後の教育設計における検討課題といえる。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

本専攻では学生が多様な考えに触れることを意図し、専門の異なる教員が一

堂に会して意見を述べる機会が必修科目にて多く設定されている（例 人間

関係の基礎）。このような設計は、学生が多角的視点に触れ、自らの価値観

形成に向き合う契機となっており、「人間性」に関しては Lv.2 以上の肯定的

自己評価が全体の約 92％と最も高い水準に達した。「自立した人間として成

長した」といった自由記述からも、その効果が示唆される。 

コミュニケーション力 

本専攻では対話的な授業や発表・グループワークを必修科目内でも積極的に

取り入れてきた。その成果として本指針において Lv.2 以上の評価は全体の約

89％にのぼり、自己評価の中でも上位に位置づけられている。また、自由記

述では高校からの人間関係構築の方法に変化がみられた、社交性の向上を主

旨とする記載が複数みられ、定性的な面からも能力伸長が裏づけられる。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

教養力・専門力・技術力 

3 指針の高水準達成には、知識を自ら深め、応用する姿勢が求められる。自

由記述では、対人関係や自立性の成長が語られる一方で、「分野が広いせい

か専門性はあまりない」「何が身についたかわからない」といった声も見ら

れ、学びが応用・実践にまで十分に展開していない可能性がある。また、2

年次までに履修する教養的な学修が、3 年次以降の専門性の基盤となるとい

う設計意図が、学生に十分に共有されていないようにも見受けられた。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

教養力・専門力・技術力 

知識を自ら深め生活に活かす応用力を育成するため、授業内で教員が実生活

での活用例を紹介する、学生自身に応用方法を考えさせる活動を取り入れる

必要がある。また、2 年次までの学修が 3 年次以降の専門性の基盤であるこ

とを学生に認識させるため、初年次や 2 年次のゼミ、履修ガイダンス等で、

段階的に学修する意義を明示する工夫が必要である。 

 



7．自己評価コメントまとめ 

＜DP 達成低評価群（得点範囲：8－20）＞ 

・いまいち何が身についたのか分かっていません 

・高校までとは違う色んな人と関わってきたからわかる人間関係や少しグループワークでの活動が身についたと

思う。 

・大学に入り、人間性やコミュニケーション力は日頃の授業のグループワークなどで経験することが出来たた

め、徐々に身についていると思いました。 

・ある程度教養力は身についたが、実践という面ではまだ社会人になるは足りないと感じる 

・分野が広いせいか専門性はあまりないように感じている。 

・全く知らない人と話す機会もあったためコミュニケーション力が上がったと感じる。 

・幅広く学んでいくため、一つの専門の知識を身につけるのではなく、コミュニケーション力やプレゼンをでき

る実践力などさまざまな力をつけるようにすること。 

・社会人になる前に社会性とコミュニケーション力を高めていきたいと思います。 

・自分の中でもっとこれは出来るなと思う部分があったので、今以上に向上心を持って頑張りたいと思った。 

・今までは知り得なかった専門性、教養知識を学ぶことができている。 

 

＜DP 達成高評価群（得点範囲：21－32）＞ 

・今までの友達とは違うタイプの友達が増えたので、違った友達の関わり方を学んだ。また、人間関係専攻で学

んだ心理学 

 

やコミュニケーションの方法などを学ぶことでより良い関係を築くことができた" 

・以前よりも社交的に、自立した人間として成長した気がする。自らテーマや学びたいことを考えそれに基づき

学習するのは成長だと思う 

・コミュニケーション力は特に身につける事が出来たと思います。 

・人間関係専攻を選択し、学修していく中で、人との関わり方や心理について以前よりも詳しくなった気がし

た。人とコミュニケーションをとる時も授業の内容を意識することが増えた。 

文責：小菅清香 
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  人間総合学群 心理学類 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

65 名 49 名 75.3％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 1 2.0% 15 30.6% 28 57.1% 5 10.2% 2.2 

人間性 2 4.1% 23 46.9% 17 34.7% 7 14.3% 2.4 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 1 2.0% 21 42.9% 19 38.8% 8 16.3% 2.3 

社会性 1 2.0% 20 40.8% 22 44.9% 6 12.2% 2.3 

ＤＰ３ 

専門力 0 0.0% 13 26.5% 26 53.1% 10 20.4% 2.1 

判断力 1 2.0% 13 26.5% 27 55.1% 8 16.3% 2.1 

ＤＰ４ 

技術力 2 4.1% 12 24.5% 29 59.2% 6 12.2% 2.2 

実践力 0 0.0% 8 16.3% 24 49.0% 17 34.7% 1.8 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

・ DP1・2・3 は、平均値が２年次終了時に目指される基準（レベル２）を超えており、学生が概ね適切な学修プ

ロセスに沿って学んでいることがうかがえる。 

・ DP4 のうち、「実践力」の平均値は２年次終了時に目指される基準（レベル２）を下回っている。ただし、最

も多く報告されたレベルは 2 であることと「実践力」は専門ゼミをはじめとして 3 年次以降のカリキュラムに

おいて特に意識されるものであることを踏まえると、不適切な学修プロセスを表すものとは言えない。 

・ 自己評価コメント（代表例は次頁）からは、学生たちの学びの姿勢がきわめて積極的・意欲的であることがう

かがえ、自己評価得点がレベル 2 に集中している点は向上心の表れであるとも解釈できる。 

・ 以上の分析からは、CP・AP ともに DP 達成に適切であること、3・４年次は特に心理学の知を活用する実践力

（DP4）の育成が目指されること、そして学生の意欲的な姿勢を尊重する学びの提供が重要であることを指摘

することができる。 

 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

DP1 の「人間性」及び 

DP2 の「コミュニケーション力」 

当該学修指針は，平均値が高く，レベル 3 の比率も最も多い。本学の学びは

コミュニケーション力を鍛えるとともに，自己実現を目指すことに特に寄与

しているといえる。講義だけでなくグループでの取り組みが多いことがその

理由の一つと言えるかもしれない。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

実施及び運用方法について 
昨年度の同アンケートの回答率 9 割と比べ、今回は 7 割 5 分と大幅に減少し

た。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実施及び運用方法について 
回答率の減少には学類内の事前案内の不備によるところが大きいと考えられ

る。次年度以降は余裕を持ったスケジュールで学類内に周知していく。 

 

7．自己評価コメントまとめ 

自己評価コメントからは学びへの意欲的かつ積極的な姿勢が共通して見られた。以下、代表的なものを挙げる。 

・ この一年で人と関わることに抵抗がなくなるようになりたいなと思います。今は英語を勉強したと思っているの

で、英語で外国の人と話すということをこれから挑戦し、共同作業も得意になればいいなと思っています。  

・ 今までと違い、まわりの意見をより多く自分に取り入れていかなくては行けないなと思う。そのために、いつもと

違う視点で考えたり、視野を広げる文献をより多く読み、ボランティア活動などに力を入れたいと考える。 

・ 実践力がまだあまりないのは仕方ないと感じているが、その他の項目については今後もやることを継続していけば

全体のレベルを底上げすることが可能だと考えている（心理学検定の勉強やゼミ内でのディスカッションなど）。 

・ 今回の自己評価の結果を見ると、知識を使って他者と関わったり、社会に貢献する力が備わっていないように思え

ました。これからは、ゼミの中で行う話し合いなどでも、身につけた知識を活かしつつ自分の意見を考え述べられ

るようになると、項目を伸ばすことが出来るのではないかと思いました。 

・ ゼミや講義内でのグループ活動において他者との作業は必要不可欠であり、参加しなければ自身にも他者にも損を

与えてしまいかねないと気づいた。これからはグループ活動には積極的に取り組み、発言し、話し合いに参加して

いる姿勢をみせることを大事にしようと思った。 

・ ボランティアなど心理学を実践できる機会があるにもかかわらず、身に付けられている知識が少ないと感じてい

る。心理学検定を受けるなどしてもっと沢山の知識を増やしていきたい。 
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  人間総合学群・観光文化学類 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

36 名（3 年次編入生を除く） 36 名 100％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 3 8.3％ 24 66.7％ 9 25％ 0 0％ 2.8 

人間性 10 27.8％ 26 72.2％ 0 0％ 0 0％ 3.3 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 7 19.4％ 23 63.9％ 6 16.7％ 0 0％ 3.0 

社会性 7 19.4％ 21 58.3％ 7 19.4％ 1 2.9％ 2.9 

ＤＰ３ 

専門力 5 13.9％ 21 58.3％ 9 25％ 1 2.8％ 2.8 

判断力 5 13.9％ 21 58.3％ 9 25％ 1 2.8％ 2.8 

ＤＰ４ 

技術力 3 8.3％ 17 47.2％ 14 38.9％ 2 5.6％ 2.6 

実践力 3 8.3％ 23 63.9％ 10 27.8％ 0 0％ 2.8 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を簡潔に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

(1)平均値 3.3 と最も数値が高いのは人間性（多様な価値観を受け入れ、ホスピタリティ精神を創造的に実現するこ

とができる）であった。これは 2 位のコミュニケーション力と同様、将来観光業界での活躍を目指す学生にとっ

て、実践的な学びが行われていること、またその成果が、インターンシップなどの対外的場面を通して自分自身で

実感できているということであると考える。 

(2)逆に最も平均値が低かったのが技術力（研究を理論的で説得力のあるレポートにまとめ、プレゼンテーション・

質疑応答することができる）であった。判断力や専門力といった、学術的な学びの自己評価が低い傾向も見て取れ

る。インプットしたものを相手に伝わるようアウトプットするスキルは、一朝一夕には身につかない。CP として

は、観光文化学類・学部の 4 つの AP を入学後も確実に伸ばしていくこと、卒業までの 2 年間で意識的にアウトプ

ットの機会を提供することが大切であると考える。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

コミュニケーション力・社会性 

本学類は実践的な学びに主眼を置いている。インターンシップや国内外旅行

研修、また産学連携の取り組みなどの機会を多く設定していることが、学外

の様々な年代の方々との交流を通じて学生自身の評価につながっていると考

える。 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

技術力 

大学生として学術的に学ぶという前提があり、インプットしたその学びを相

手に伝わるようにアウトプットするスキルには、書く、伝える、という経験

を繰り返すことが重要と考える。そのような機会の重要性を 3、4 年次に学

生自身に自覚させていく必要がある。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

技術力 

4 年次にゼミ発表会（合同発表会）を実施している。学生生活の集大成とし

て目標となるイベントであり、本調査と卒業時の調査との比較検証をするう

えで大いに有効である。準備段階から発表会の意義などをより深く意識して

取り組ませることで、より効果が上がると考える。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・アルバイトと学園祭実行委員で周りのことを見ながらコミュニケーションを取って取り組んだ。 

・全部伸ばしたいです。 

・観光の知識をしっかりと取り入れ、周りを見ながら行動できる人になりたいです。また、将来になにをしたいか、しっかり

と考えそれまでになにが必要なのかなにをするべきなのかまた苦手なことを一つずつできるようになっていきたいです 

・観光についてよく学べたしインターンシップにも参加出来てとても身になった。 

・情報が沢山あると有利なのでとにかく色々な情報と知識を少しずつ集めて、分からないことはそのままにせず徹底的に

調べるようにしていました。はやめから資格もとって就活に向けて動いていきたいと思います。 

・大学生になってから、自分の時間が増え様々な場所に訪れたり、アルバイトなどで知識や実践力が伸びだと思います。ま

た、学校でのインターンシップに多く参加したので、この職場はどのような場所なのかなど、人間関係や現場を学ぶことが

できました。3、4年次ではさらに実践を重ね、社会に出ていく力を身につけたいと思っています。 

・講義中で行われたファシリテーションなどでグループで議論を深める話し方を学んだ 

・特に、教養力を伸ばしました。具合的には、観光文化学類の課外活動である「ツーリズムコマジョ」に参加して JRの方々

と連携し稲城市内の施設にアポをとるなどして、ハイキングコースを完成させました。また、国内旅行研修では班のメンバ

ーで沖縄のエシカルをテーマとしたツアープランを立てて実際にそのプラン通りに観光しました。入学してからこれまで観

光について学んできましたが、毎回の授業が新しい発見で、自分が選んだ学部だからこそすごく興味深い内容ばかりで

す。ツアープランを立てること以外にも、ホスピタリティについてだったり専門的な知識など観光業界を目指す上で必要な

知識能力を学ぶことが出来ています。教養力はもちろん、ほかの力も高められるよう残り 2年学んでいきたいです。 

・学類全体で仲が良いく、活気に溢れていると感じているので、日常生活でコミュニケーション能力や、他人を気遣う配慮

の気持ちが培われているのではないかと考えました。特に、配慮の気持ちからはホスピタリティ精神が鍛えられていくの

ではないかと思います。 

・観光や文化に対しての知識を増やし、身につけたものを自分の言葉で論理的に説明できるようになりたい。レポートやプ

レゼンテーションなどを上手く書いたり、説明できるようになりたい。 

今までの 2年間では、特にホスピタリティの精神をより磨くことができた。人と関わることに対しての自信を身につけ、そ

の上で何を重要視したらよいかなどを考えるようになった。 

・専門力。世界遺産検定を受けて合格した。 

・観光について知って行く上で基本的なホスピタリティについて学ぶことはとても必要だと思い、ホスピタリティについて

特に力をいれ勉強しました。又、海外旅行研修に行ったことで韓国の文化などを体験したことで日本との文化の違いを学

ぶことが出来ました。韓国の学生との交流や大学の中を見て回ったりとその部分でも日本との違いを知ることができまし

た。その時、韓国の学生に日本文化を伝える時に作成したプレゼンテーションでは、どのようにすれば伝わるのか考えたり

したことでプレゼンテーションを作成する力をさらに身につけることができました。 

・インターンにいって、実際の現場を知ることが出来て知識をみにつけた。 

・苦手な分野を家で復習や予習をした。また、できない部分をそのままにしない癖を２年間で、無くすことが自分自身の中

でできたのではないかと考える。だが、まだ至らない点が多いため、もう少し力を入れなければならないと考えた。 

・入学当初は観光の事は全然分からなかったけどこの 2年間で世界遺産や国の文化など知識が増えた 

・インターンシップを通して社会性の項目を伸ばすことができた。知らない土地で初めての体験をして協力することの大切

さを学ぶことが出来た。学びの感想としては観光は国にとって大切な柱で様々な業界と関わりがあるということが分かり

学習前に知っていた業界や業種は一部に過ぎなかったのだと感じました。 

・2年次までで、ホスピタリティの精神や観光の場所やレポートの作り方などを学び、接客について詳しく学べたりした。将

来、重要になってくるものだと思うので学んでおいて良かったと思う。 

・私は、この学校に夢を持って入学しました。しかし、観光学部の授業や友達、先生と観光の知識について学んだときに英

語を使った形で将来に役立てたいと気づくことができ、現在は家庭学習や塾で英会話の勉強をしています。 

・観光に関する授業はとってきたので、地域の観光は前よりも伸びたと思う。 

・観光業界的な視点にたって現代の日本における観光問題について理解を深めることができました。 

・グループ発表での観光資源についてのレポートなどコミュニケーションを高められたこと。人間性を活かし外国人観光客

が多い中でのおもてなしや気遣いを心掛けていけていると思った。 

・研修やインターンを通し、初めての人や土地に柔軟に対応する能力を養うことが出来た。さらに、講義を通してホスピタリ

ティの概念や目的について学ぶことができ、インターン先やアルバイト先で実践することが出来た。 

・2年間学んできて、思ったよりも自分で理解出来ている部分もあるけれど、ない部分もあり、もっと積極的に学んで行け

たらよい知識に近づくのではないかなと思いました。 

・日本の観光についてのホスピタリティについて多方面から学ぶことが出来てきた。 

・世界遺産検定や講義などを通して日本以外の地域での考え方や価値観を尊重し人間性を伸ばすことができた。 

・興味がある授業をとっていただけだったので、どのように伸びたかはよくわかっていません。 

・国内研修や海外インターンシップに積極的に参加して現地の人と交流することができました。 

・専門力を伸ばすために国内旅行業務取扱管理者の資格を取得しました。その勉強のために旅行業法などの専門的な知

識を身につけることが出来たため、普段の授業も理解がより一層深まり、取得して良かったと思っています。 
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・コミュニケーション力について力を入れた。ペアやグループワークを通じて自分の考えを相手に伝え、相手からも意見を

引き出すよう意識をした。初めは人見知りだったこともありあまり発言ができなかったが、何度も繰り返し練習していくう

ちに緊張せずに話せるようになった。 

・観光の基本的な知識と、自分の興味ある分野の知識をミックスさせた新たな着眼点を持つことができたと思っている。 

・人前に立って発表するということに緊張をしなくなりました。また、コミュニケーション能力を活かし、物事を相手の立場

になって考えることにより、物事を客観的に見ることができました。 

・2年次終了までにコミュニケーション力をグループワークなどで積極的に進行役を行うことで自ら考えて行動し他人と協

働することで更に成長させることができたと思います。2年間一気に観光の専門的な知識を学んだのですが、うまく頭に

インプットできていなかったり整理できていない部分が多くあるので、とても難しいです。 

・ホスピタリティについて積極的に学び、学外での活動に活かすことが出来ているのではないかと思った。 

・私はまだプレゼンテーションが得意ではなく、今までの授業で何回かプレゼンをやってきているので、その時の反省を活

かして頑張りたいと思った。 

・日本や海外の文化や観光名所などについて学び、新たな視野で物事を考えられるようになった。日本と違う文化を持つ

ということを理解し、海外の人を受け入れる体制が前よりもついたと感じる。また、海外旅行研修に参加し積極的に海外

の人とコミュニケーションをとる力が身についたなと思う。 

・この 2年間で、「教養力」や「判断力」「技術力」は特に伸ばせたと感じています。授業やレポート、プレゼンテーションを通

じて、観光や文化に関する知識を整理し、論理的に表現する力がつきました。一方で、「コミュニケーション力」や「実践力」

はまだ不十分です。グループワークでは自分の意見をうまく伝えられなかったり、積極的に行動することに躊躇してしまう

場面が多くありました。今後は、自ら行動しながら学ぶ姿勢を持ち、社会とのつながりを意識した学びを深めていきたい

です。 
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  人間総合学群 住空間デザイン学類 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

60 名 48 名 80％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 6 12.5％ 23 47.9％ 16 33.3％ 3 6.3％ 2.67 

人間性 10 20.8％ 27 56.3％ 11 22.9％ 0 0.0％ 2.98 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 3 6.3％ 20 41.7％ 16 33.3％ 9 18.8％ 2.35 

社会性 3 6.3％ 27 56.3％ 15 31.3％ 3 6.3％ 2.63 

ＤＰ３ 

専門力 3 6.3％ 19 39.6％ 22 45.8％ 4 8.3％ 2.44 

判断力 3 6.3％ 10 20.8％ 31 64.6％ 4 8.3％ 2.25 

ＤＰ４ 

技術力 4 8.3％ 17 35.4％ 22 45.8％ 5 10.4％ 2.42 

実践力 8 16.7％ 12 25.0％ 23 47.9％ 5 10.4％ 2.48 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）8 項目の中で最も高い平均値は「人間性」であり、昨年度同時期も同じ順位かつ 0.28 ポイント上昇した。 

（２）8 項目の中で最も低い平均値は「判断力」であり、昨年度同時期最下位の「技術力」は上昇している。 

（３）昨年度同時期と比較すると「コミュニケーション力」「判断力」「実践力」以外の平均値は上昇している。 

（４）「判断力」は昨年度同時期の平均値から 0.1 ポイント減少した。また「判断力」でレベル 2 を回答した学生

は 6.5 割程度おり、8 つの学修指針の項目中で最も高い。 

（５）「人間性」はレベル 3・4 の回答数が約 7.5 割以上（77.1%）を占めており、8 項目中最も高い。 

（６）「判断力」はレベル 1・2 の回答数が約 7 割以上（72.9%）を占めており、8 項目中最も低い。 

（７）レベル 1 の回答が最も多いのは昨年度同時期と同じ「コミュニケーション力」で、約 19%の学生が回答。 

（８）レベル 1 の回答が 2 番目に多いのは「技術力」と「実践力」で、約 10%の学生が回答した。 

（９）DP1・2 及び DP3・4 の平均値はそれぞれ 2.66 及び 2.40 であるため、2 年修了時における CP、AP の内容

は概ね適切であると考えられる。 



 

4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

設計製図等を始めとする実技科目の課題制作プロセスや作品発表・講評会を

通じて「くらしの環境のあり方について問題点を指摘し、より良い住空間を

実現するために努力することができる」と実感する学生が増加した結果、レ

ベル 3・4 の回答が 7.5 割以上の回答を得られた要因と考えられる。 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

コミュニケーション力 
DP1・2 の中では依然として例年と同様に最も平均値が低い。 

実施及び運用方法について 
比較的成績の良い学生ほど控えめな評価を行い、その逆の現象もみられる傾

向が依然として残る。より客観性の高い自己評価を得るための対策が必要。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

コミュニケーション力 

1・2 年次の科目において、教員や学生同士と対面でのグループワーク等を通

した意思疎通の機会をより一層増やす必要性がある。昨年度の 1 年生から取

り組み始めた看護学科との合同授業によるグループワークなど試みなどを継

続することで効果を検証する。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・何かを提案する際形にとらわれすぎている自分がいる。自分の考えをもって主張することが一年生の時よりも

出来なくなっていると感じたのでこれからは普通、通常の枠から外れ、赤ちゃん、子供の頃に戻った気分で課題

を取り組みたい。その後に今まで習ってきたものを振り返り取り入れようと思う。夏休みは、入社したい会社、

いろいろな企業をみてそれにあった資格に挑戦していきたいと思います。 

・授業や課題を通して、くらしの課題に対する多面的な視点や、自分の考えを伝える力が少しずつ身についてき

たと感じています。特に、他者と協力しながら進める場面では、相手の意見を尊重し、対話を重ねながらまとめ

ることができました。一方で、専門的な知識の理解や、判断の根拠を論理的に説明する力にはまだ課題を感じて

います。今後は、より深い知識の習得と自分なりの視点の確立を目指して、学びを積み重ねていきたいです。 

・AI が発達してきているため、気軽に AI に聞いたりしていたからもっと問題に目を向けて自分で考える癖をつ

けようと思う。 

・建築分野について自分の足りていないことがまだまだ沢山あると感じています。専門的なところの知識を深め

るとともに、主に計画性を挙げていきたいと思います。 

・2 年次では手書きの図面だけでなく、CAD を使って図面を書いたり、それを 3D に立ち上げて、インテリアパ

ーツを書いたりと Illustrator や Photoshop、CAD などを多く触っていたのですごくパソコンの知識と技術が上が

った 1 年だったと感じました。 

・住まいと暮らしの専門的な知識や問題に対しての処理能力はまだまだな部分はあるが、個人の発想や想像から

形にするための実践力と技術力は身についていると思う。 

・入学したての時よりも知識がつき、それを自分のものにして課題に応用できていると考えた。既存の建築物を

見に行くことも増えインスピレーション得ることができている。その反面、まだ細かい施工可能な建物なのかが

不安なところもあるので実現できる建築物を考えることができるように気を付けたい。内観イメージがナチュラ

ルでつくる傾向があるのでもっと斬新なデザインをつくれるようにしていきたい。課題で示されている問題点以

上に多様性に特化した空間をつくれるように心掛ける。 

・人間性、コミュニケーション力などはあるが、判断力、実践力などくらしの提案ができるような力がないので

それを高めていけたらいいなと思う。 

・自分では、できている部分とまだ足りないと感じる部分があると思いました。特に実践力や技術力では、もっ

と経験や知識を増やす必要があります。今後の課題にしっかり取り組んで、苦手な部分も少しずつ伸ばしていき

たいです。協調性やコミュニケーション力は、もっと自信を持って発言できるようにしたいです。 

・環境設備の観点を、考えた設計をしてこなかったので、実現可能な建築物をそろそろ考えていきたいと感じ

た。また、人に伝わる、興味を持ってもらえるプレゼンが欠けている部分なので改善していきたい。 

・計課題における基礎的な知識を有しているが、それらを応用し実践的な内容へ応用する力は乏しいと感じる。 

・全体的に低い。 

・基礎的な技術が身につきやっと自分の作りたいものを形にできていると思う。技術面よりもプレゼンテーショ

ンや人とのコミュニケーションが上がっていると考える。 

・住空間デザインに関する学びにおいて自分ができること、できないことの判断がつくようになったことや、

様々な課題を通して住空間について学び、実践し、最後までやり遂げることの大切さを理解することができたこ

とが一番の学びであると感じている。また計画通りに進めることや期限を守ることなど、基礎を改めて見直すこ

とができたことも学びの一つであると考える。 

・現時点ではどの項目も十分とは言えず、自分の力不足だと感じました。しかし、大学入学当時に比べれば、考

える力や cad の能力は明らかに伸びていると感じたので、これからも精進したいと思います。 

・全体的にまだ力不足を感じる場面が多くあった。特に専門力の向上が今後の課題だと感じているのでこれから

意識的に学びをふかめていきたい。 

・授業を通じて、その敷地の周辺環境や建物を利用する人の視点から設計を行うことができるようになったと感

じています。また、授業や学生スタッフの活動を通じて、まだ苦手意識はありますが、以前よりもプレゼンテー

ションやコミュニケーション能力を向上させることができたと実感しています。 

・暮らしの環境などの基礎知識を活かして、問題点の解決方法を自分から見つけて提案する力がないことを自己

分析をして理解することができた。4 年生になるまでに解決できるようになり、自分の成長につながるよう日々

の授業を復習したりなどの心がけを意識していこうと思う。 

・コミュニケーション能力がしっかり発表にいかされる時といかされない時があるため、安定させたい。また、

通常の企画運営では能力として発揮できることがまだ住空間の演習として生かされていないため、これから知識

をつけて自信を持ち到達レベルを上げていきたい。 

・建築・インテリアの知識をふまえた上で課題に応用できる。また、立体織の授業から、自由度の高い作品を作
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り自己表現ができる。授業内でのプレゼンテーションを通し、以前よりも人の前で話すことに苦手意識がなくな

った。 

・1 と 2 が多く、特に 1 が多いと感じました。全体的にレベルが低いのでこれまで学んだことを復習して、新た

にたくさん学んで実践できるようにしたいです。 

・授業や演習などで学びを得て成長出来ているつもりではいたのですが、段階別に文章として考えると、もう少

し学びを深めて生活や自身の成長に活かしていきたいと思いました。 

・これまでの学びを通じて、教養力や人間性の面では、自分なりに広い視野と柔軟な思考を持って、住まいやく

らしに関する課題に向き合ってきたと感じている。また、技術力の面でも、課題や設計に対して自分なりの想像

力やアイデアを活かし、さまざまな作品を具体的な形にしていく力が少しずつ身についてきたと実感している。 

一方で、コミュニケーション力や社会性については、自分の意見を的確に伝えるプレゼンテーションがまだ十分

に身についていないため、他者と協力して取り組む場面での工夫も必要であると感じている。今後は、プレゼン

テーションやグループ活動の場面においても、相手の立場に配慮した説明や構成を常に意識して取り組んでいき

たい。 

さらに、判断力や実践力の面でもレベルアップを目指し、日々の授業や課題の中で「なぜそうするのか」「どう

伝えるのか」といった思考を意識しながら取り組んでいきたいと考えている。 

・設計製図では、図面を描き模型を作ることで専門力と技術力を身に着けたと思います。また、プレゼンテーシ

ョンでは、相手の立場に立って分かりやすい文章を考えたりとコミュニケーション能力が向上したと思います。

今後は、自ら行動するのが苦手なので自ら進んで行動出来るようにしていきたいと思っています。 

・2 年間の学びを通じて、設計の考え方や表現手法についての理解が深まりました。特にデザイン面では、自分

の表現したい空間やコンセプトを図面や模型で形にできる場面が増え、表現力の向上を実感しています。技術的

な部分やプレゼン力にはまだ課題を感じているので、これからさらに磨いていきたいです。 

・自分自身で考える課題として、コミュニケーション能力があげられます。入学当初に比べ着実に能力の向上は

感じていますが、まだ至らない点があるため、これからも能力の向上に励みたいと考えています。 

・前より課題発表などの時に緊張することが減り、言いたいことが伝えられるようになったと感じた。場数を踏

むことで人前に立つことに慣れてきたと思う。自ら決断することが苦手なので改善する点だと感じている。実践

的な力を身につける必要があると思っている。 

・以前までは、やりたいことばかりが先行して実際に実現したらどうか、周りの環境や条件を加味するとどうい

う影響があるかを考えられていなかったが、2 年の終了時点ではかなり様々な視野を持って課題に取り組むこと

が出来た。 

・さまざまな事例に触れ空間づくりに必要な部分を多く学び、空間づくりの工夫や効果などを知ることができま

した。倫理的に批判や考察などに至るまでの知識がまだ少なく、自分的な考えをしっかりと持てていない時もあ

るため、興味のあるものに積極的に取り組んでいきたいと思っています。 

・自分が 1 から考えた物について発信をするというのは苦手意識があり自信がないが、問題点や疑問に思ったこ

とに対する改善点を発言するのが得意だと思う。これでいいのかと思う場面も多く、プレゼンがある度に怯えて

いるため、堂々とできるようになりたい。 

・暮らしのことについて考えることはできるけれど他者にわかりやすく説明するのは苦手だと思った。 

・建築とインテリアに関する基本的な知識や技術を課題や講義を通して身につけることが出来た。また、プレゼ

ンテーションや先生とのエスキースを通して、人に伝えるコミュニケーション能力も高めることが出来た。この

学部は建築・インテリアに関する幅広い授業があるため、もっと広い分野で学びを深めていきたいと思った。 

・一年間を通して、去年よりも積極的に何かを参加することが増えた。例えば、オープンキャンパスでは、三年

生になり二年生をサポートをする立場として、先輩としてかっこいい姿を見せたという気持ちなどから自ら行動

ができるようになっていました。それにあたって、技術を上げたい、詳しく学びたい、コミュニケーションを上

げたいなどの思いが強くなった。今は、その理想に向かって急激に成長をしているのではないかと思っている。 

・自分の課題は定められた時間内に終わらせることができる。しかしグループ課題が苦手で、誰か 

に何をすればいいか聞かないと自分から動くことがあまりできないのが現状だ。 

・大学生活にも慣れてきて、さまざまな角度から物事を捉えたり、周囲の意見を尊重しながら考え、判断し、行

動することを意識して日々過ごすことができていると感じています。自分の作品に対して評価をいただけること

はありがたい反面、考えやアイデアの視野がだんだんと狭くなっているように感じ、悩んでいます。改めて自分

に何が向いていて、何をしたいのかを見つめ直し、一度リセットする気持ちで、より多くのアイデアを出せるよ

う努力していきたいと考えています。 

・課題に対し自身の考えを述べ、表現することができるがアイデアをさらに発展させたり共同作業に従事できる

かは現時点では断言できない。 

・入学当初より専門科目に加え、人の思考や行動について考えるようになりました。それらを様々な課題を通し

d0001074
長方形



て、建築の面からどう対応するかを「考える」ということをたくさん行いました。考えるためには知識が必要な

ので、考える数だけ調べることもしたので少しは知識も蓄えることができました。 

・入学した当初は、建築の分野について全く知識がない状態でしたが、2 年半で学校で学んだ知識、自分から学

んだ知識が数多くあり教養力は身についたのではないかなと思います。 

建築の分野を学んでいるからこそ触れることのできる社会性であったり、技術力であったり、他の分野と比べた

ときに強みになるものは多いような気がするのでこれからの学びで深めていきたいと考えています。 

・１年次から学習していく中で 1 年次よりもいろんな角度から建築に関した問題にも気が付くことができるよう

になりました。授業内で自分の意見を発表する機会が多くあるため、自分の意見を端的にわかりやすくつたえる

方法も学ぶことができました。 

・目の前の課題で精一杯になってしまい、技術などの向上を感じられていない。 

・自分にはまだ全然知識が足りないと感じる。 

・もっと色々学んでいきたいと思った。 

・1 年生の頃と比べ、模型や図面、課題の進め方が上手くなったことで、課題 1 つ 1 つのクオリティを上げられ

るようになったと感じる。しかし、まだまだ細かな部分の工夫ができていないと感じる。 

・専門の知識などはあまりないので結果 全ての結果が低くなったと思う。相手の意見を取り入れるのが苦手なの

でそこを克服できるようになりたい。 

・専門的な知識を身に着け自分なりに考察し、よりよい住まいと暮らしを目指して課題解決に励んでいきたい。 

・モノによって差が大きいとおもった。納得できるまで突き詰められるといいなと思った。 

・だいたいできているのではないかと思っている。発表や説明はまだ苦手意識があるので改善できるようにして

いきたいと考えている。 

・総合的にみて自ら進んで行動することできていない為、今後は自主的に行動を起こすべき。一方コミュニケー

ションや他者に理解を求める場面で説明することのほうが出来ていると感じる。 

（以上） 
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  人間健康学部 健康栄養学科 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

59 名 54 名 91.5％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 3 5.5％ 23 42.6％ 24 44.4％ 4 7.4％ 2.46 

人間性 7 13.0％ 25 46.3％ 22 40.7％ 0 0.0％ 2.72 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 

5 9.3％ 24 44.4％ 23 42.6％ 2 3.7％ 2.59 

社会性 14 25.9％ 23 42.6％ 17 31.5％ 0 0.0％ 2.94 

ＤＰ３ 

専門力 3 5.6％ 23 42.6％ 26 48.1％ 2 3.7％ 2.50 

判断力 5 9.3％ 16 29.6％ 27 50.0％ 6 11.1％ 2.37 

ＤＰ４ 

技術力 4 7.4％ 15 27.8％ 30 55.6％ 5 9.3％ 2.41 

実践力 6 11.1％ 19 35.2％ 25 46.3％ 4 7.4％ 2.50 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

(1)学修指針の各項目とも、平均は 2.37点以上であった。 

(2)栄養士・管理栄養士は対人関係をうまく保つことが求められ、そのことを意味する学修指針の「人間性」や「社

会性」などの項目が特に高かったのは、本学科の教育内容がうまく機能しているものと考えられる。  

(3)学生自己評価コメントからも、教育目標のプレゼンテーション能力や計画性をもって自らの意思を実現につなげ

ていく実践力が向上したとのことがうかがえた。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

栄養士・管理栄養士としての社会的責務を果たすことができるようにカリキ

ュラムを作成しているが、特に、心理学を必修としていることが、「人間

性」の向上に効果を示していると考えられた。 

社会性 

基礎ゼミや各実験実習授業におけるグループワークにて、メンバーを入れ替

えながら実施していることが、「社会性」の向上に役立っていると考えられ

た。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

実施方法法について 

実施日が３年時になって授業がだいぶ進んでからであったので、これからの

学習について学生に考えさせる意味でも４月当初に実施するべきであった。 

 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実施方法について 
学科として実施日を検討していきたい。 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・プレゼン力やコミュニケーション能力を身につけたい。 

・残りの大学生活は、国家試験に見据えてこれまでの復習を頑張りたい。 

・専門的な知識を幅広く身につける。 

・国家試験に向けて、今まで学習した内容を復習していきたいです。 

・臨床や解剖の勉強が苦手で逃げてたが、しっかり行う。 

・実際に働くことを考えてより実践的な学びをしていきたい。 

・残りの学生生活では、管理栄養士国家試験の対策とより専門性の高い知識を身につけたい。 

・国家試験に向けた学習を頑張りたいです 

・国家試験合格に向けての勉強を頑張りたい。 

・高校時代苦手だった化学分野ができるようになった。良いレポートの書き方を身に着けることができた。 

・資格習得、心理学や保育、調理師の勉強を行う。 

・人前で発表することに以前よりも慣れ、相手に伝わるような発表を心掛けられるようになった。 

・ただ患者さんに知識を提供するのではなく、どうやったら気軽にそして自然に行動に移してもらえるかを模索

する方法を身に着けることができた。 

・国家試験や、卒業研究について多く時間を使い、頑張りたい。 

・レポートなどを書く文章力と発表する力が身についた。これからもっと深めていきたい。 

・国試に向けてもっと知識を身に着けたい。 

・国家試験の勉強だけでなく、大学が行っている活動への参加も積極的に行っていきたい。 

・これから臨む臨地実習でいろんなことを学び、自分の力にしたい。 

・外部の先生の講演を聞き、管理栄養士が社会的にどのような立ち位置にあるのかを具体的にイメージすること

ができるようになってきたように感じる。これからも多方面の分野で活躍する管理栄養士について知っていきた

い。 

・自分の考えを発表する機会が多く、発表をわかりやすく伝えることができるようになった。 

・大学に入ってからアルバイトでの経験において決断力や判断力が身についた。人間関係やコミュニケーション

能力は自分の苦手分野でもあるため、社会に出る前に克服したい。また、栄養面の専門性もまだ知識が欠けると

ころがあるため、しっかり勉強をして知識を深めたい。 

・足りていない知識を身に付け、国家試験に臨みたい。 

・自発的に様々な取り組みや学会発表などに参加していきたい。 

・実験や大量調理での人と協力する大切さを知ることができた。残りの大学生活では、管理栄養士になるための

知識をつけることはもちろんコミュニケーション力をもっと頑張りたいと思った。 

・レポート作成やスライドを用いた発表の力が身についた。また、グループワークによって協力し合うことや効

率よく進めるための役割分担についての力も身についた。 

・ある事柄に対して、どのような教育や対策を行った方が良いか考えることが出来るようになった。今後は、そ

ういった自分の考えを自信を持って人前で説明できるよう頑張りたい。 

・今の自分の課題を見つめ直して改善していきたい。 

・計画性をもって取り組むことの重要性を学んだ。 

・既にある資料を参考に自分の意見を考えられるようになった。 

・文章構成力、協調性。 

・プレゼンの能力やレポートのまとめ方。人とかかわる力が身についた。 

・協力性が身についた。管理栄養士としての専門性や実践力をさらに身につけていきたい。 

・全体的に管理栄養士としての知識は入学してから少しずつ身についたが、まだまだなところがたくさんあるの

で、もっと積極的に学んでいきたい。 

・今までは、勉強の習慣がなかったが、大学に通い始めてから早めに勉強するようになった。 

・早めに課題などに取り組むようにしたい。" 

・基礎の復習から頑張りたい。 

・課題分析力を高める。 

・身についたと思うことは時間管理である。授業内の課題や調理作業、授業外の課題など、時間を確認しなが

ら、終わらせていくことを学習できた。 
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・大学に入学して、調理技術が向上したと思う。残りの学生生活では、プロジェクトに所属しているので、プロ

ジェクトを頑張りたい。 

・残りの大学生活で自分の考えや意見をもっと伝えられるように頑張りたいです。 

・実習や実験の授業ではほとんどの授業で発表を行ったので発表する力が身についたのではないかと思います。 

・管理栄養士資格の取得に向けた勉強を頑張りたい。 

・上記に回答した不足している技術や実践力、知識を卒業時には（国家試験時には）よく身につけられたと自分

で不安なく言えるようにしたい。 

・身についたと思うことはコミュニケーション能力で大学に入学してから発表などを通して身についていると感

じました。 

・高校のころと比べ、発表やプレゼンテーションが増えたので、その面に関しては成長したと思う。 

・将来管理栄養士として社会に貢献できるように経験や知識をつけていきたい。 

・今までは知識を身につけることをとにかく大切にしてきたが、残りの大学生活では、アウトプットすることを

重視して、実践的な学びができるよう努めたいと考えている。 

・自主的な行動力が身についたのと、周りの目を気にせずやりたいことができるようになった。残りの大学生活

では、プレゼン力や人前に立ち話す力を身につけたい。 

・複数人での実習や実験によるコミュニケーションの取り方について、大学入学時より身についたと思う。 

・発表をしたり、専門的に考えたりすることがまだ不十分なため、これからの授業を通してできるように頑張り

たいと思った。 
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  看護学部 看護学科 

 

2024 年度 2 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

対象者数 実施人数 回答率 

73 名 71 名 97.3％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 5 11.3％ 30 42.3％ 28 39.4％ 8 11.3％ 2.45 

人間性 24 33.8％ 28 39.4％ 17 23.9％ 2 2.8％ 3.04 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 23 32.4％ 35 49.3％ 11 15.5％ 2 2.8％ 3.11 

社会性 13 18.3％ 30 42.3％ 26 36.6％ 2 2.8％ 2.76 

ＤＰ３ 

専門力 5 7％ 31 43.7％ 27 38％ 8 11.3％ 2.46 

判断力 2 2.8％ 30 42.3％ 26 36.6％ 13 18.3％ 2.29 

ＤＰ４ 

技術力 2 2.8％ 34 47.9％ 31 43.7％ 4 5.6％ 2.49 

実践力 4 5.6％ 37 52.1％ 25 35.2％ 5 7％ 2.56 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

平均値が 3.0 以上となったのは「人間性」「コミュニケーション力」の 2 項目であり、続いて「社会性」が 2.76 で

あった。新カリキュラムが開始され 2 期目の入学生であり、1,2 年次配置の『基礎看護学実習』、新カリキュラムで

取り入れた 1 年次での『地域ふれあい実習』の成果が DP2「コミュニケーション力」「社会性」の結果につながっ

ているのではないかと推察する。1・２年次は教養教育科目および専門基礎科目が大半を占めることから「専門力」

「判断力」「技術力」「実践力」は 3 年次以降の専門科目、臨床実習によって到達レベルの上昇が期待できると考

える。看護学科の CP として“2 年次までに配当された全ての必修科目を修得しなければ、3 年前期の配当科目を履

修できない”としており、これに該当した学生は前年度 9 名に対して今年度は 17 名であった。「教養力」「社会

性」「専門力」「判断力」「技術力」「実践力」は昨年度と比べ低かった。 

 

 

 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

なし 
 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

実施及び運用方法について 

3 年次の学修に進むための条件としている「２年次までに配当された全ての

必修科目の修得」を達成できなかった学生が前年度にも増して多く発生して

いる。それらの学生の傾向としては、欠席が多い、学習意欲の低下がみられ

ることが多いため、生活面での指導も重要となってくる。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実施及び運用について 

CP について、入学時オリエンテーションおよび 2 年次オリエンテーション

で説明しているが、入学時基礎学力テストの結果、個々の学習状況を踏まえ

て学修支援センターの活用、学習方法の指導を丁寧に行っていく。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・秀が無いのでこれから、全て秀にできるようにしたいです。 

・看護過程を展開するときに関連図を書くと理解しやすいことに気づきました。 

・課題や模擬患者を通して、ケアの方法だけではなく、なぜその方法が必要なのか、何に注意するべきなのかを

具体的に深く学ぶことができた。 

・実習を通して患者の安全安楽を考えて看護援助を行うためにはどのような手順でどのような手技を行うべき

か、根拠を持って行動することの大切さに気づきました。 

・もう少し頑張れたのではないかなと思いました。 

・専門の知識を学び理解はできているが、完全には身についていないと感じた。自分で課題を管理し解決できる

ようにしたいと思った。 

・勉強はしてきたし真面目に大学生をしていたが、全く頭に定着していなかったことに気づいた。看護は勉強を

継続することが大事だけど、センスもあるためどうしようもないこともあると思った。とりあえず自分なりに

頑張ろうと思う。 

・課題をコツコツ進められなかった。 

・1 年の頃は単位を取る為だけに授業受けてテストをしていましたが、2 年になり専門性も高くなり、段々追いつ

けていない感じがしました。これから専門性が多くなるので、将来のために頑張りたいと思います。 

・秀に届かないものが多いと思った。 

・看護過程を学び、疾患への知識が不足していることを痛感し、自己学習を進めるきっかけとなった。 

・看護における専門的知識に限らず、専門職の役割をこなす為に必要である社会性やコミュニケーション能力も

学年を経て向上していると感じている。 

・看護という世界に踏み込んでから 2 年が経過し 3 年目となったが現実は自分が思っている以上に厳しく大変な

ものであることを知ることができた。課題を計画的に行なっていくことを意識して今後も学ぶ姿勢を大切にし

ていきたいと考えた。 

・実習を通して特によく学べた。 

・1 年生に比べて、専門性などがあがってきたのかなと感じました。 

・知識をさらにしっかりつけるためにも、テストのどこが間違っていたのかを把握したい。過去問が回るのはよ

くないことはわかるので学生の知識向上のために問題を変えて、テストが終わったら見直せるように解答用紙

と一緒に返却してほしい。 

・看護技術や、看護の講義など、身についていないことが多いと感じ、実習や国試が不安です。 

・知識が足りません。 

・予習復習ができてないと思う。 

・課題を計画的に行うことができるようになってきた。優先順位 

・2 年間で学んだことを 3 年次に活かしていきたい。 

・基礎知識があってこそ対象の理解やよりよい看護の提供につながるため、基礎知識を十分に身につける必要が

あると気づきました。 

・看護過程の授業が始まりましたが、アセスメントをしていく上で分からないところを自分で調べたり理解した

りする力がついたと思いました。 

・課題やテストで忙しいなか、自分なりに計画を立て実践できた。 

・看護過程の基礎があまりできていないと今更ながら思いました。振り返っていきたいです。 

・1 年生の時よりも内容は大変でしたが、1 年生の学びが積み重なって理解して課題や授業に取り組むことができ

たと感じました。 

・基礎的なアセスメントの仕方を学ぶことができた。 

・日常の会話でアセスメントで使うような言葉を使うようになった。 

・学部に入学する前は、学んでいくうちに自然と看護師としての自覚が身につくのだと思っていたが、在学期間

の半分が過ぎた今でも専門的な知識や技術に対して自信を持てたことはなく、焦りを感じている。 

・教養や社会性、人間性はあると思うが専門性や技術力が不足していると思った。 

継続して努力していきます。 

・3 年生になったより自己学習の時間を取るようにできている。 

・入学した時は看護の知識は全くなかったけど、2 年間の学習を通して、看護師についての知識や重要な考え方

など身につける事ができたと思う。情報から根拠に基づいて看護問題を上げたり看護目標を立てることは難し

く、今後も学習を続け知識をつけて根拠に基づき考えられるようにしたいと思った。 

・まだまだ看護過程がうまく書けず基礎的な知識を活用した根拠を使えるように頑張ります。 

・自分で考えることはできるけれど、その先と考えると、自信がなく発展できないことに気づいた。 
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・なにもできません。 

・技術力を高めていきたい。 

・看護のアセスメントにおいて今後起こりうる問題が分かっていても医学的な知識が足りず根拠や中身の部分内

容が矛盾してしまっていたため、今後もっと医学知識を高めてより精度の高い看護課程をできるようにしたい

と思った。 

・対象者の反応を見ながら看護技術を実施できるようになった。 

・２年生の基礎看護実習では１年生よりもアセスメントのレベルもアップして根拠を持った説明で患者さんにケ

アを提供できた。１年生の頃はコミュニケーションの方法に苦戦したが、患者主体に考えその人のことについ

て何が困っているのかを引き出すことができた。課題としてはもっと知識を各授業の方法論で知識を増やし専

門力をあげて自己の判断力をあげていきたいと考えた。また次回の実習では積極的に他職種の方と連携を取れ

るように関わっていきたい。 

・自己評価を行うことで、自身に足りていない部分課題が明確になると感じた。 

・それぞれの力が徐々に身についてきていると感じた。 

・この 2 年間の中で、看護学生としての責務は把握することができ、少しずつ技術や知識を習得し、自分の本当

に必要な課題を探している途中で、それを実践するまでいけてないため、自分の課題を見つけ課題をウェルネ

スにできるように実践力を上げていかなければいけないと思った。 

・他者と関わりながら学ぶことができた。 

・成長したと思います。 

・実習は座学の実践も踏まえており座学の成績も伸ばしていきたいと思いました。またコミュニケーション面が

低いためチームワーク面も考えてしっかり発言と協力していきたいと思いました。 

・実習に向けて学習したことを実践していく力を身につけていきたいと思った。 

・人間性やコミュニケーション力、社会性については秀に到達することができたと考えましたが、専門力や判断

力、技術力や実践力についてはまだ秀の達成とまではいえないため、今後の課題としたいです。 

・さらに技術力や実践力を高めて実習に向けて備えたいと思った。 

・判断力はまだまだだと気づいた。 

・実践がむずかしい。 

・計画的に課題を進めることができなかった。 

・看護を行う上で根拠に基づき責任持った行動を取れることが課題である 

・2 年間の学習成果を評価することができ自分自身の成長に気づくことができた｡ 

・専門性のある学びを得られている感覚があるので今後も引き続き頑張りたいと思いました。 

・課題が追いつかない。 

・3 年生の科目が始まり、徐々に大学 2 年間で培ってきた学びが活かされる実感がある。もう 2 年間で自分の課

題を見つけて解決できるよう努力していきたい。 

・看護過程の課題に取り組んでいる際に、基本的な解剖生理学、病態についての知識が不足していることを実感

しているため、引き続き勉強していこうと思っています 

・技術や判断力が低くなったのは看護技術と看護過程に苦手意識があるからだと思うので、実習に行く前に学 

・内容を復習して、患者さんに喜んでもらえるような看護ができるといいなと思う。 

・まだまだ学ぶことがたくさんあり、自己学習が必要であると感じた。 

・自分を見失う暇がなく、有意義な大学生活であると感じた。 

・1、2 年の学習を復習する。 

・もっと復習する時間を作る。 

・1 年、2 年の積み重ねが本当に重要であると実感した。 

・講義・レジュメが分かりやすい先生のところで学んだことは伸びている感覚があるが、個人的に合わないなと

思う先生に教えてもらったものは最低レベルギリギリのように感じる。 

・1.2 年生では、ほかの医療従事者が勉強する範囲を学習することで看護の視点が広くなったと思った。 

・技術や専門性、コミュニケーションは看護でとても大事なことなので、日々向上していけるように学び続けな

ければいけないなと感じた。 

・実習では、ひとつひとつの授業で学んだことを活かすことが求められるためとても難しいと感じた。しかし、

授業中のグループワークで培った協調性から実習グループで協力して乗り越えることができた。 

・専門的な知識をつけるだけでなく、実践の面で更に努力を重ねる必要があると思った。 

・実習で学ぶことが多かったように感じる。 
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